
なお、最新の勧告であるという理由以外にもXHTML 1.1ではなくXHTML 1.0（Second

Edition）を用いることを推奨する理由があるのですが、それは18ページにて別途解説します。

CSSのバージョン

次にCSSですが、本書執筆時点での最新の勧告はCSS2（Cascading Style Sheets, level 2）

です。※7 これは1998年5月12日に勧告されたもので、その後改訂版であるCSS 2.1（Cascading

Style Sheets, level 2 revision 1）※8が登場しました。これは2006年11月6日のものが最新となっ

ていますが、まだ勧告候補の段階※9です。

しかし最終草案とはいえ、CSS Specifications※10ではCSS1、CSS 2.1、CSS3のように並べら

れ、また2002年以降に登場したモダンブラウザは基本的にCSS 2.1に基づいて設計されています。

CSS2とCSS 2.1ではバージョン番号としては近いように見えますが、変更点は多岐に渡り、※11ま

たCSSのエディタの中からも「これまでのナンバリングから鑑みればCSS 2.5と呼ぶべきもの

だ」という意見さえ出ており、大きく違うものになっています。本書でもその考えに基づき、か

つモダンブラウザをターゲットにしたTipsを多く取り扱うため、2006年11月6日時点のCSS

2.1の仕様に基づいて解説していきます。今後、勧告候補→勧告案と進んで勧告に至っていくで

しょうから、CSSに関する解説は最新の仕様書と併せて参考にするようにしてください。

なお、細かいことですが、仕様書の記述におけるCSSの略称は1998年勧告のものは「CSS2」、

2006年の勧告候補段階のものは「CSS 2.1」と、バージョン番号の前にスペースを書く場合と書

かない場合に分かれていることに注意してください。

1.1／Web Standardsとは
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FPWD（First Public Working Draft：公開草案初版）

WD（Working Draft：草案）

LC（Last Call Working Draft：最終草案）

CR（Candidate Recommendation：勧告候補）

PR（Proposed Recommendation：勧告案）

REC（Recommendation：勧告）

このうち、内容が確定したものが勧告であり、それ以外は内容の変更が行われたり、場合に

よっては草案段階まで戻ったりする可能性があります。たとえば、CSS 2.1は2002年8月2日に

草案が登場し、何度かの改訂の後に2004年2月25日に勧告候補となりましたが、2005年6月13

日に最終草案へと差し戻しになり、さらに2006年4月11日に草案まで差し戻されました。そし

て、2006年11月6日に再び最終草案となり、さらに2007年7月19日に勧告候補の段階まで進ん

でいます。※3

（X）HTMLのバージョン

本書執筆時点での（X）HTMLにおける最新の勧告はXHTML 1.0（Second Edition）※4です。

XHTML 1.0の最初のバージョン※5は2000年1月26日に勧告され、その後、XHTML 1.1※6が

2001年5月31に勧告されましたが、改めてXHTML 1.0のSecond Editionが2002年8月1日に

勧告されました。よって、HTMLの最新の勧告を示す「http://www.w3.org/TR/html」とい

うURIにも、XHTML 1.0（Second Edition）が置かれています。

では、マークアップ言語というものをこれから初めて学ぶという人は、最新の勧告である

XHTML 1.0（Second Edition）だけを習得すればよいのでしょうか？　実は、XHTML 1.1や

XHTML 1.0（Second Edition）の仕様書はHTML 4.01の仕様書を参照している部分が多く、

XHTML 1.xの仕様書だけを読んで（X）HTMLを習得するということはなかなか困難です。そ

のため、本書では必要に応じてHTML 4.01の仕様を参照しつつ、XHTML 1.0（Second

Edition）の仕様に基づいて解説していきます。

1 Web Standardsの基本
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CSS selectors: basic browser supportΙl-c-n.comでは、各種モダンブラウザのCSSセレ

クタの対応状況を検証し、一覧表にして公開しています。表中ではCSS2と書かれていますが、

参照している仕様はCSS 2.1のものですので、ブラウザの対応状況を調べる材料にするとよい

でしょう。

Column 主要モダンブラウザのCSS 2.1対応状況

URL CSS selectors: basic browser supportΙI-c-n.com
http://dev.l-c-n.com/CSS3-selectors/browser-support.php


